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1 . イ ンディ ヘ ニ ス モ の 旗手 ア ス トウ リア ス
ラテ ン アメ リカ諸国 にお い て 臥 第 一 次世界大戦以降､ それまで の 西欧文化 へ の い わば
盲目的傾倒 (1) を脱 して ､ 自国の 民族的特質に関心を向け､ そ れを重視 し賞揚する傾向
が次第に強ま っ て くるo そう した傾向の 一 つ に ､ ラテ ン アメ リカの先住民イ ン デ ィ オ の文
化的達成に民族固有の アイデ ン テ ィ テ ィ を見出そうとす るイ ン ディ ヘ ニ ス モ があ るが､ こ
の潮流の旗手と して登場 し､ 1 96 7年に ノ ー ベ ル 文学賞を授与されるの がグア テ マ ラの
作家ミゲル ･ ア ン ヘ ル ｡ ア ス トウリ ア ス 旭gu el 血gel Asturias(1899-1 974)で ある｡
だが ア ス トウ リ ア ス の 場合､ 彼がイ ン ディ ヘ ニ ス モ の立場を自覚し､ 作家と して の確た
る立脚地を つ かみ得たの 披､ 自国グア テ マ ラ におい てで はなく､ 逆説的ながら､ 19 20
年代における異国パ リで の 日々にお い て であ っ た ｡ パ リ生活がい かにして彼に こ の ような
転機をもたら し得たの かを以下に見て い きたい と思う の だが､ その 前に､ パ リ へ 渡るまで
で の彼の略歴を記して お こ う ｡
2 . グア テ マ ラ脱出まで の ア ス トウ リア ス
ア ス ト ウリ ア ス は､ ス ペ イ ン系だがイ ンディ オ の 血をひく判事の父 と､ 小学校の教師で
あ っ たイ ンデ ィ オの母 との間に生まれた混血 (メス テ ィ ソ) で あ っ た. 父親姓当時の グア
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テ マ ラ の独裁者 エ ス トラ - ダ ･ カ ブレ ラの 体制に批判的で あ っ たために職を追われ､ ま た
母親も免職にな っ たために ､ 一 家披､ アス トウリ ア ス が4歳の時に､ 首都 グア テ マ ラ市か
ら母方の祖父の住むサ ラ マ に移住する｡ 幼い アス トウ リア ス は こ の 田舎で 以後5年間､ 豊
かな熱帯の自然と親 しみ ､ 農場で働くイ ンディ オたちと交わ っ た ｡ そして村を通る馬方た
ちから珍しい話を聞き､ 母親か らも - 族に伝わる伝説の数々を聞い て成長するo こ の よう
な幼児体験が､ 長じて か らの彼の知的方向に決定的な影響を刻み付ける こ とに なるの であ
る｡
1 9 2 0年､ 実に2 2年間もの長期にわた っ て独裁を続けて い たカブレラが失脚すると､
グア テ マ ラ市の国立サ ン カル ロ ス 大学で法律を学んで い たア ス トウ リア ス古ま学生運動の先
頭に立 つ ｡ 1 92 2年に は､ 卒業論文として ｢イ ンデ ィ オ の 社会問題+ "El pr oble m a
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s ocial delindio” を書い て 最優秀賞を獲得 し､ 翌年出版される栄誉を得た.
しか し彼 の反体制的言動は､ 次の 独裁者オ レリ ヤ ー ナ の怒り を買い ､ 身の危険を感じた
ア ス トウ リ ア ス は192 3年束､ 両親の 勧めもあ っ て ､ ロ ン ドン に向かう｡ だが､ 彼 の ロ
ン ドン生活は長く続かない ｡ 翌 24年6 月に ､ 同国人が多数い た こ ともあ っ て ､ パ リ に移
り住む こ とになるの で あ る｡ こ う して彼 の パ リ生活が始まる｡ 彼の パ リ滞在は､ 以後 1 9
29年まで ､ 5年間続く｡
3 . パ リ生活とイ ン ディ オ再発見
パ リに来た ア ス トウ リ ア ス は､ ソ ル ポ ン ヌ 大学の 人類学教授ジ ョ ル ジ ュ ･ レイ ノ ー の聴
講生 となるo ｢マ ヤ の神話と宗教+ とい う講座を開い て い た レイ ノ ー は､ アス トウ リ ア ス
がイ ンディ オ系の グア テ マ ラ人 だと知ると､ 大 い に歓待してくれた｡ そ して やがて､ レイ
ノ ー 自身が フ ラ ン ス 語で刊行 して い た マ ヤ ｡ キチ ェ 族の 創世神話 『ポポル ･ ヴ フ』 PDPQ1
池血とカクチケ ル族の神話 『シ ヤ ヒル 年代記』 A血k 血 血の スペ イ ン 語版 の作成を
彼に勧めてくれるの で あ る｡ ア ス ト ウリ ア ス は ､ メ キシ コ 人の友人 ゴ ンサ レス ･ デ ｡ メ ン
ド - サdon zale zde M e ndo z a(1 893-1 969)と共に こ の作業に取りかかり､ 1 927年 に前者の
ス ベ イ ン語版を､ 翌 1 9 28年に は後者の ス ペ イ ン語版を刊行する こ とにな るの で ある｡
マ ヤ文化 の源流を探る こ の種の研究と翻訳の作業が､ ア ス ト ウリ ア ス に ､ 彼の 体内を涜
れるイ ン ディ オの 血 を強く意識させ ､ そ こ に こ そ彼自身の存在の根源 エ アイ デ ン テ ィ テ ィ
の 存する こ とを認識さ せ る作用を果た した こ とは多言を要 しな い で あ ろう｡
4 . ア ス ト ウ リ ア ス の シ ュ ル レ ア リス ム体験
こうして レイ ノ ー 教授の指導の 下､ パ リで マ ヤ諸族の神話世界 へ の 探究と研究に進み
出た同じ時期に､ ア ス ト ウリ ア ス は､ 後 の彼 の 作家人生の あり方 を左右するこ とに なるも
う 一 つ の重要な出会い を経験して い るo それは､ ア ン ドレ ･ ブル トン An dri Br eto n(1896-
1966)､ ロ ベ ー ル ･ デス ノ スRobert Des no s(190 0-45)､ ポ ー ル ･ エ リ ュ ア ー ルPaul Eluard
(1895-195 2)､ ルイ ･ ア ラ ゴ ンIA uis Ar ago n(1897-1982)ら､ フ ラ ン ス の シ ェ ル レア リス トた
ちとの出会い で あ っ た ｡ 彼 らとパ リで 出会 い交流したア ス トウ リ ア ス は､ シ ュ ル レ ア リス
串の 一 翼を担う こ とになるの で あ る.
シ ュ ル レア リス ム とは ､ 周知の 通 り､ それま で西欧文明を支配して きた理性や論理に依
拠する物の見方を打破し､ 理性や論理によ っ て コ ン トロ - ル され曇らされ て きた人間の精
神を全面的に解放する こ とをめざした運動で あ っ た｡ そして その際､ シ ェ ル レア リス トた
ちが理性や論理に代えて武器としたもの は想像力で あ り､ 封想や夢であ っ た ｡ 彼らは､ 想
像力によ っ て 開示され る新奇な世界､ 幻想や夢を通じて ､ 意識の深部にある､ とい うより
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も人間の意識を根本的に統轄して い る無意識の領野に ア プ ロ ー チしようとしたの で ある｡
夢とい い ､ 無意識と い い ､ こ こ に放言うまで も なく､ 精神分析家ジ グム ン ト ｡ フ ロ イ ト
Sigmund Fr e ud(1 856-1 93 9)の影響が看取で きる｡
だが､ こ の ような シ ュ ル レ ア リス ム の 洗礼を受けたア ス トウリ ア ス 臥 パ リの 仲間たち
が血道を上げて探求し つ つ あ る封想や夢や無意識の 世界などとい うもの が､ 実披彼自身が
幼時から親しんで きたイ ンデ ィ オたちの語る神話の世界､ そ して今自らが研究を深め つ つ
あるマ ヤ族の神話の世界そ の もの に飽 ならない とい う事実をやがて 発見するに至 るの であ
るo かく して ア ス トウ リ ア ス 臥 パ リの シ ュ ル レ ア リス ム体験を通じて ､ 再び自己の アイ
デンテ ィ テ ィ の根源を構成するイ ン ディ オを発見する の で あり､ またそ のイ ン ディ オ文化
の新たな意味や意義をも発見するの で ある｡
こ う して 彼披19 3 0年､ 処女作 『グア テ マ ラ伝説集』 Leye ndasde Guatemalaをス ペ イ ン
の マ ドリ ッ ドで出版するo これ 臥 祖国グアテ マ ラの民間伝承を詩的に転写 したもの だが､
その 何編かをの ぞき見る こ と に よ っ て ､ パ リで シ ュ ル レ ア リス ム に接 し､ そ の 中でイ ン
ディ オと して の民族的根源をつ かみ取 っ たア ス ト ウリ ア ス の 姿を垣間見る こ とに したい ｡
まず､ ｢ 『金の 皮膚』 の 回想+ の 一 節か ら - -
手 と手 をし っ かり と組み合わせ ､ わた しは大 きな声で発 され る母音に合わせ て 踊
る｡ ア - エ ー イ - オ ー ウ! ア - エ ー イ - オ ー ウ! そ して ､ 蟻蝉の単卸こ合わせて o
ア - エ ー イ - オ ー ウ ! も っ と早く! ア - エ ー イ - オ ー ウ ! も っ と早 く 何も存
在しな い ! わたしも存在しない ､ 片足で踊 っ て い る こ のわた しも! ア - エ ー イ -
オ ー ウ! も っ と早く! ウ - オ ー イ - エ ー ア ! も っ と! クリイイイ - ク リイイイ !
も っ と! わたしの右手が身体から千切れ るまで左 手を引 っ 張っ たらよ い の だ - - ア
エ イ オウ - - ､ 二 つ に引き裂かれて も ー - ウオイ エ ア ー ー 踊り続けるように - - ア
エ イ オウ - - ､ しか し両手 は し っ かりと つ ない だまま - - クリイイイ - ･ クリイ
イイ ! (2)
オノ マ トぺ が多用され､ 人間の無意識の世界がすくい取られて い るような印象を受ける｡
イ ンディ オの民間伝承とも シ ュ ル レア リス ム の 世界とも つ かない 不可思議な世界がこ こ に
現出して い る｡
次に ､ ス ペ イ ン 人による侵略の時期を扱 っ た ｢ 『花咲く地』 の財宝の伝説+ の最後 の部
分を取り上げて みよう｡
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道を焼く暇はなィか っ た . 太鼓が鳴り響い て い た! ラ ッ パ が鳴りわた っ て い た!白
人たちの槍 に かか っ た市壁 は ､ まるで 星雲で で き た環の よう に砕け散 っ た ｡ 白人た
ち披樹の幹をくりぬ い て そ の 場で船を造り､ 住民 に見捨て られた町 をあ とに し､ 部
族民が財宝を埋 め て い る所 へ ､ 蒼憧と して乗り出 して行 っ た ｡ ラ ッ パ が鳴りわ たっ
て い た! 太鼓が鳴り響 い て い た! 騒然たる湖で は､ 島々 が ｢火山+ にさ し向けら
れた魔法使い の 手 の よう に震えて い た｡
ラ ッ パ が鳴りわ た っ て い た ! 太鼓が鳴り響い て い た !
船から発射された火縄銃 の最初 の数発 で ､ 部族民 は散りぢり に な っ て谷間を逃げ
まどい ､ 真珠､ 金 剛石 ､ 茄翠､ オ パ ー ル ､ 紅玉 ､ 金塊､ 金粉､ 金細工 ､ 偶像 ､ 装身
具､ 鞭帳で覆われた銀製の棺､ 金の 器や盃､ くず真珠の ちりばめられた吹き矢簡､
水晶の水差 し､ 衣類､ 道具類､ 羽根の 豪準な刺繍の ほ どこ され た織物をおさめた無
数の梱な どをあとに残して行 っ .た｡ 侵入者たちは､ ま ばゆい ば かりの財宝 の 山 へ 目
を輝やか せ ながら､ 船の な かで すで に戦利品 の分け前 に つ い て 言い 争 っ て い た ｡ そ
して ､ ま きに陸にとび移ろうとして い た時 - - ラ ッ パ は鳴りわ たり､ 太鼓は鳴り響
い て い た ! - - 彼 らは不意に､ ｢火山+ の息吹きを感じたo ｢湖の 祖父+ の ､ あの
ゆ っ たりと した大きな呼吸が彼らをひ るませ た｡ しか し､ 何事におい て も果敢な白
人たちは､ 気をと りなおし､ 財宝をわがもの にせ ん と､ 順風 に乗じて ふ たたび上陸
を試み ようとした ｡ しか し､ ほ とば しり出る火が､ 彼ら の 道をかき消 した ｡ 巨大な
暮蛙の 吐く赤い 唾｡ ラ ッ パ が鳴りやん だ! 太鼓が鳴りを静めた! 水面に火の粉が
紅玉 の ように､ そ して陽光が金剛石 の ように舞 っ て い た ｡ そ して ､ 胸 甲の なか まで
焦げ､ 舵 が取れなくな っ て 湖面を漂 っ て い た､ ぺ ド ロ ･ デ ｡ ア ル バ ラ ー ドの 兵士た
ちは､ 恐怖に顔をひき つ らせ ､ 大自然の 猛威の前に色を失い ながら､ 山の 上に山が､
森の 上に森が､ 滝 とな っ た い く つ もの 川 が､ 無数の岩が､ 炎が ､ 溶岩が ､ 砂が､ 奔
流が落ちてくるの を目に した｡ つ まり ｢火山+ が ､ その 部族民によ っ て裾野に見捨
て られた ｢花咲く地+ の財宝の 上に別 の 火山を造るために､ 吐 き出して い たも のす
べ て を目に した の で あ る (3) 0
こ こ には､ 侵略者で あるス ペ イ ン人を撃退した マ ヤ族の民族的栄光が諒歌されて い ると
言 っ て よい が､ 畳みかける言葉の重み､ 奔流の ように繰り出されるイメ ー ジの 豊かさには
目 をみはらせ るもの がある. そ こ には確かに､ 封想や夢の世界に分け入 っ たシ ュ ル レ アリ
ス ムの テ キス トに見紛うもの がある｡
だが こ こ で特記すべ きこ とは､ フ ラ ン ス の シ ェ ル レア リス トたちが個人の意識下を探る
こ とに努めて い たの に対し､ ア ス トウ リ ア ス は個人 の レ ベ ル を超えて ､ い わば民族の紳意
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識的根源や深層を探究するとい う､ シ ュ ル レ ア リス ム にあ っ て も独自の新たな地平を開拓
したとい う事実で あ ろう ｡
この ようなア ス トウ リア ス 独特 の作風は､ やはりパ リで その 大半が執筆された - - 出版
法1 94 6年まで待たねばならなか っ たが - - 彼の代表作と言 っ て よい 『大統領閣下』 EL
に おい て も遺憾なく発揮されて い る｡ 次に引用 するの は､ ｢大統領+ の側
定で あ っ た青年カ ラ ･ デ ･ ア ン ヘ ル が ｢大統領+ の政敵カナ レス 将軍の娘カミラ と恋に落
ち､ しか しカミ ラが重病に なり､ 彼女と死別する恐怖を味わう鬼気せま る場面で ある o
カ ミラ の 葬式が通るの を彼は見つ め て い る - ｡ 彼女の 眼は､ 川の よう な黒い 馬
車の手綱が運んで行く抱 の中を泳い で い る - ｡ 死 海がやがて眼を光らせ るこ とに
な るだろう ! 彼女 の緑 の瞳 - ｡ 駁者たちはなぜ白い 手袋を闇の中で振 っ て い る
の だろう? - ･ 葬列 の 隙で こ どもの 大腿骨を入れた納骨堂がうたを歌 っ て い る .
《お月さん ､ お月 さん､ い ち じくを食 べ な､ 食 べ た ら皮を､ お池にすて な !》幼い
小さな骨がみ んなそう歌 っ て い る ｡ 《お月さん ､ お月 さん､ い ち じくを食 べ な ､ 食
べ た ら皮を ､ お他に すて な !》 - ･ 腰骨に は ボタ ン 穴 の ような眠が つ い て い
る - I 《お月 さん ､ お月 さ ん ､ い ち じくを食 べ な ､ 食 べ た ら皮を､ お他にすて
な!》 - ｡ どう して毎日 の 生活が つ づ い て い く の だろう ? - ｡ どう して電車が
走 っ て い るの だろ う? - ･ どう して み んな死なな い の か? - ･ カミラ が葬られ
たあとは ､ すべ て が変 っ て しまうだろう ､ あるもの はす べ て凍 えも の ､ つ けた しに
過ぎず､ 存在 しな い の も同然だ - ｡ む しろ笑 っ て い た方がい い - ｡ 笑い こ ろ げ
て傾 い た塔 - ･ 形見の 品 披ない かとみ んな が彼女の ポケ ッ トを探 っ て い る
- ･
〔中略〕 カミラ が ､ 彼の 腕に じ っ と抱かれて い る - ･ 〔中略〕 どうして彼女に手
l を差し延 べ て や らない の だろう ? - ｡ 彼女は触覚をたよりに､ 蜘煉の糸を伝 っ て ､
腕にすがり つ こう と して い る｡ が､ 袖を つ かん だだけだ - ･ 電話線の中 - ･ そ
の 電話線を見て い たために彼は時間を無駄に して しま い ､ ユ ダヤ通 りにあ る
一 軒の
ぼろ家からくもりガ ラス の 五人 の男が出て きて ､ 彼の行く手をさえぎるo 五人とも
こ めかみ から血 の糸をしたたらせ て い る - ･ 郵便切手の ゴ ム糊の ような匂い がす
る､ カミラ の待 っ て い ると こ ろに近づ こ うとして彼は必死にもがく - ･ 遠くにカ
ル メ ンの丘 が見える - ･ カ ラ ･ デ ･ ア ン ヘ ル は夢中で腕を振りまわしながらなん
とか前 へ 進もうとする - ･ 眼が見えない, - ･ 涙が こ ぼれ落ちる -
･ 小高い 場
所によしずを張り､ おもち やや､ 果物や､ あめを売 っ て い る人間の蟻地獄のような
と こ ろと､ 自分とを隔て て い る薄い布の ような闇を､ 歯で食い ちぎろうとする -
･
爪 を立て る - ･ 髪の 毛 を逆立 て る - ･ 小 さな橋をうまく通り抜けて ､ カミ ラの
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もと へ 一 目散に駆け寄ろうとするが､ 五人 の くもり ガラ ス の 男 たち がま た じやまを
す る ･ - (4)
こ こ に描出されて い る の 汝 ､ 実はカ ラ ･ デ ･ ア ン ヘ ル の見た悪夢 の内容なの だが ､ こ の
人物の混沌と した意識下の世界が様々 な形象の形をまと っ て 次々 に紡ぎ出されて く る｡ ア
ス トウ リ ア ス の こ の よう な独特の ス タイ ル を ｢魔術的レ ア リス ム+ と称するこ とが行 なわ
れ て い るが､ こ れ こ そ まさに シ ュ ル レ ア リス ムの世界で もあ る｡ アス ト ウリ アス の パ リで
の シ ュ ル レ ア リス ム体験は､ グ ア テ マ ラ のイ ン デ ィ オの古代民間伝承を再現する場合の み
ならず､ 祖国グア テ マ ラ の現代の社会を描く際にも生かされ て い ると言えるの で あ る｡
5 . ｢ナシ ョ ナル なも の+ と ｢イ ンタ ー ナ シ ョ ナル なもの+
こ こ まで見て きたよう に､ グア テ マ ラの作家ア ス ト ウリア ス にあ っ て ､ 自国や自身の出
自を見つ め直し､ そ の アイ デ ンテ ィ テ ィ を問い直す契機は､ パ リにおける 1 92 0年代の
留学時代に､ とりわ けシ ュ ル レ ア リス ム とい う ｢イ ン タ ー ナシ ョ ナル+ な運動との 関わり
の中で得られたので あ っ た ｡ その意味で､ 初め にも指摘した通り､ 彼の 1 9 20年代の パ
リ生活は決定的な影響を彼に刻み付けたと言 っ て よ い ｡
そ して ､ 彼に あ っ て 特徴的で あり､ また重要な こ とは､ その ようにして再発見した ｢ナ
シ ョ ナル なもの+ が シ ュ ル レ ア リス ム とい う最新の ｢イ ンタ ー ナ シ ョ ナル なも の+ にも通
ずる普薄的価値を有して い るとい う事実の発見で あ っ た｡ すなわち ア ス ト ウリ ア ス は､ パ
リ生活を経て ､ ｢ナ シ ョ ナル なもの+ と ｢イ ン タ - ナシ ョ ナル なも の+ との い わ ば弁証法
的な関係の認識に到達したの だとも言えよう｡
〔注〕
(1) その典型的な例披､ 1 8 8 0年代に こ の地域に生 じた ｢モ デル ニ ス モ+ に求められ
るで あろう. こ の 運動の参加者たちは､ 同時代の ヨ ー ロ ッ パ の 世紀末文学､ とりわけ フラ
ンス の 象徴主義を移植し､ こ の 地域の文学を西欧並 み に 一 気に ｢近代化+ しよう と したの
で あ る o ｢モ デ ル ニ ス モ の 法 王+ と称される ニ カ ラ グ ア の ル ベ ン ･ ダリ - オ Rubin
Da n
'
o(1867-1916)は､ 18 9 3年にパ リに赴くが､ こ の 時の体験をこう書き記す.
｢私の夢､ パ リを見､ 感 じるとい う夢は実現した｡ 象徴主義 へ の 美的入門は私を誇りで
満たし､ 私 を熱狂させ て い た . . . 私 は新しい パ ル ナス山の神々にかけて祈るの だ っ た｡
私は老い た牧神ヴ ェ ル レ - ヌ に会い ､ マ ラ ルメの神秘を知り､ モ レアス の友人だ っ た｡ +
(Rubin Da rl'0, ”Opinio n es”, t･I, Afr odisio Aguado, Madri d,195 0,p･2 91･)
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そ して ､ ダリ - オは1 90 0年再び パ リの地を踏むが､ その 年以降､ 数回の短期の旅を
除い ては ､ 19 16年に故国 ニ カ ラ グア に帰還して 亡くなるまで ､ パ リ に留まり続ける の
である ｡
(2)ミゲル ･ ア ン ヘ ル ｡ ア ス トウ リ ア ス 『グア テ マ ラ伝説集』 (牛島信明訳) ､ 国書刊
行会､ 1 97 7年､ 3 5頁｡
(3) 同前､ 8 7 - 8 9頁 ｡
(4)内田吉彦訳による (『集英社ギャ ラ リ ー [世界の文学] 1 9 ラテ ン アメ リカ』 ､
集英社､ 1 9 90年､ 4 4 8- 4 49頁) o
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